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3-2-4 施工計画 

3-2-4-1 施工方針 

(1) プロジェクト実施概要 

本プロジェクトは、日本側が実施する、①実施設計・施工監理、②上水道施設建設、③技術指導、④

パ国側の負担工事によって構成される。この内①、②及び③が日本政府により実施される無償資金協力

の対象となり、④は日本側が実施する実施工事の進捗に合わせて、パ国政府の責任の下、同国政府自

己資金によって実施されるべきものである。事業実施の手順としては、始めに事業実施に関する交換公

文（E/N）が両国政府間で調印され、JICA と先方政府間で贈与契約（G/A）が締結される。その後、本邦

のコンサルタントとパ国側実施機関である MOPC（公共事業通信省）との間でコンサルタント業務契約が

締結される。コンサルタントは本契約に従って実施設計業務を行い、現地調査、詳細設計、入札図書の

作成後、施工業者の入札をMOPCの代行として実施する。入札により施工業者が選定され、業者契約が

締結された後、施工業者は直ちに建設工事に着手する。なお、パ国側は贈与契約(G/A)が締結された後、

速やかに銀行取極（B/A）を行い、併せて機材及び工事資機材の調達や搬入に必要な関税・国内税の

免除などに関する措置について、関係省庁を通じて準備する。MOPC はプロジェクトの円滑な実施に向

け、関係省庁、ESSAP、コンセプシオン市、ピラール市などの関係機関と連携を図る。本プロジェクトの実

施体制図を下記に示す。 

図 3.2.3 プロジェクト実施体制 

 

日本国政府 交換公文 パラグアイ国政府

JICA 贈与契約 公共事業通信省(MOPC)

日本のコンサルタント 施工監理 日本の施工業者

・実施設計 ・建設工事
・入札図書作成 ・初期運転操作指導
・入札代行 連絡/報告 ・資機材調達
・工事施工監理
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(2) 施工方針 

本工事を請け負う施工業者は本邦業者とし、以下の日本人技術者の派遣を計画する。 

① 所長(コンセプシオン 1名 ピラール 1名) 

本計画の建設工事の責任者で、工事全般の工程管理、品質管理、安全管理等を実施する。ESSAP

と密接な連絡、協議を行い、工事進捗の円滑化に責任を持つ。また、工事に関係するパ国側の諸機

関との連絡事、交渉事、申請事等を ESSAP を通じて行う。工事竣工後、1 年後に実施する瑕疵検査に

立ち会う。 

② 土木工事主任技師(コンセプシオン 1名 ピラール 1名) 

本計画の建設工事の副責任者として、所長の下で、工事全般の工程管理、品質管理、安全管理を

実施する。また、浄水場工事の施工管理とあわせて全体の工事資材の手配にも責任を持つ。 

③ 事務主任(コンセプシオン 1名 ピラール 1名)  

工事の事務、経理、所長の補佐、パ国関係者との調整等、事業が円滑に進捗するように業務管理を

行う。 

④ 機械設備技師(1 名)  

浄水場工事の中で、バルブ開閉台、鋼製ゲート、各種バルブ、場内配管、ポンプ設備、計装品とい

った機械設備の据付と出来形管理の責任を持つ。このほか、ろ過池下部の集水ブロックやトラフの据

付には高い精度でのレベル調整が必要であり、この品質管理を担当する。また、建設後には試運転を

行い、パ国側への運転指導も担当する。 

⑤ 電気設備技師(1 名)  

流量計や薬品注入設備の設置・調整、機械類をコントロールする制御盤の設置・調整、場内配線工

事など、浄水場の電気設備の施工管理を行う。 

⑥ 型枠工(1 名) 

特に、配水池工事、浄水場工事の土木部分に関わる型枠工事を担当し、適切な支保工の設置、効

率的な型枠加工、整流壁や開口部、ハンチ部などの細かい箇所の施工品質を十分確保する。 

⑦ 鉄筋工(1 名) 

躯体工事の土木部分に関わる配筋工事を担当する。整流壁、開口部やハンチ部分などの細かい箇

所の施工品質を十分確保するとともに効率的でかつ配筋の乱れのないコンクリート打設ができるように

する。 
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3-2-4-2 施工上の留意事項 

(1) 関係諸機関の協力体制の構築 

本計画の工事実施に関係するパ国側の政府・民間の機関は以下のとおりであり、工事に際しては

MOPC の水ユニットを通じてこれら諸機関との連絡、協議、調整が必要である。 

特に施設完成後の運用は ESSAP へ移管される為、ESSAP 担当局との連絡、協議は重要になる。 

・ ESSAP 技術部 

・ ESSAP 企画・プロジェクト管理部 

・ ESSAP 地方部 

・ ESSAP 総裁室技術顧問 

・ ANDE(電力公社) 

市内には基本的には地下埋設の電線はないが、工事に際して、仮設トランスの設置、電柱の仮移

設等が必要な場合の依頼や許可が必要となる。 

・ 市交通警察 

市内の主要道路にて工事を実施するため、交通規制、安全管理につき依頼する。 

・ コンセプシオン及びピラール市役所 

・ 環境庁(SEAM) 

プロジェクト実施に必要な環境面の審査ならびに環境許可の発行を依頼する。 

・ コンセプシオン及びニェンブク県庁 

(2) 住民説明 

コンセプシオンの場合、浄水場敷地周辺には住宅が存在しており、施工期間中には一時的に道路を

占有したり、安全対策上通行制限を求めるなどの可能性が考えられる。この場合には事前に ESSAP を通

じて通知・説明を行い、住民生活に支障がでないよう配慮するとともに、本工事への協力を得る。 

(3) 気象条件 

11 月から 4 月の雨期には、雨量が市内の雨水処理施設の能力を超えることがあり、雨期の排水状況は

非常に悪くなる。排水管は未舗装道路に敷設されるため、掘削工事に伴う排水処理について留意する。 

(4) 交通の状況 

浄水場用地を囲む道路には、工事車輌が待機する場合があり、周辺住民の通行に支障をきたすことも

考えられる。こうした支障は最小限にとどめるとともに、工事中の安全確保には十分注意を払い、市民の

理解と協力が得られるよう関係機関に積極的に働きかける。 
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(5) 埋設物の状況 

電気、電話、ガスなどの埋設物は無いとされているが、工事実施前には再確認をする必要がある。 

(6) 安全管理 

基本的な安全対策は、以下のとおりである。 

① 本計画の各サイトは住宅地近隣で実施されること、飲料水に関わる重要施設であること、治安上

の理由から昼間の工事のみならず 24 時間の警備を実施する。  

② 特に第三者への安全を確保する為、全てのサイト工事実施地点ではバリケード、トラロープ、工

事案内板、危険表示板等により告知、立ち入りを制限するとともに、警備員を配置する。 

③ 排水管工事については市交通警察と ESSAP を通じて協力を得て、地元の交通に対する影響を

最小限におさえるよう、工事を実施する。 

④ 排水管工事中の現場は、夜間には仮埋め戻しを行い、覆工板で覆って仮復旧する。 

⑤ 工事関係者は全員ヘルメット、安全靴等の安全保護具を着用する。 

⑥ 高所作業者は安全帯を使用する。 

⑦ 安全ミーティングを毎日実施し、安全教育を徹底する。 

(7) 廃棄物処理  

両市とも市が管理する廃棄物埋立場があり、掘削土やコンクリート塊、アスファルト等の廃棄は認めら

れている。 

コンセプシオン市の埋立場は市内中心部から約12.5km、ピラール市の場合、約4.5km郊外に位置し、

いずれもダンプカーでの積み下ろしの後、均し作業が求められる。 

(8) 建設用地、仮設用地  

1) コンセプシオン市 

① 浄水場用地  

既設浄水場内には、新たな建設用地として十分なスペースがあり、新たに用地取得の必要はない。

ただし、コンクリート打設時や浄水場設備の搬入時には、用地を囲む市道の一部を占有する必要が

あり、市当局の許可が必要である。  

② 仮設ヤード  

浄水場の周囲は住宅地であるが、約 200m 北に市が所有する運動場があり、仮設ヤードとしての

候補地としてあげられる。周辺道路は幅員が広く、重機の通行により住民に影響を与える恐れは少

ない。  
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③ 排水管布設ルート  

現在、浄水場からの洗浄排水口は、取水塔よりも上流側に位置している。水質リスクの低減のため、

下流側へ位置変更する必要がある。新たな排水管ルートは、未舗装道路に沿って河川まで通じるが、

施工上の障害はない。 

2) ピラール市 

① 浄水場用地 

浄水場は軍が管轄する広大なエリアの中にあり、周辺には民家は存在しない。進入路は轍がほれ

ており、雨期にはぬかるみで通行に支障がでるため、パ国側による改修・整備が必要である。 

既設浄水場内には、新たな建設用地として十分なスペースがあり、新たな用地取得の必要はない。

工事実施に当たっては、軍当局（軍用地に隣接している）の許可を必要とするが、その手続きは

MOPC 及び ESSAP、市を通じて可能である。 

② 仮設ヤード  

浄水場に隣接した土地を軍の許可を受けて使用可能である。 

③ 排水管布設ルート  

現在、浄水場からの洗浄排水口は、取水塔よりも下流側に位置しているため、水質リスクは少ない。

しかし、新設する浄水施設の排水を既存のマンホールを経由して行うと、管路勾配が十分にとれず、

排水能力が確保できない。従って、場内排水口を新たに設けることとする。 
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3-2-4-3 施工区分 

本プロジェクトの施工区分は以下に示すとおりである。 

表 3.2.17 プロジェクトの施工区分 

 日本国側の施工 パ国側の施工 

コンセプシオン 

1 浄水場の建設 

①土木・設備工事 

着水井、凝集池、沈澱池、ろ過池、配水池 

場内配管、薬品注入設備、ポンプ設備、 

計装設備 

②受電盤 2次側からの電源引込 

・工事用地の確保 

・ミニプラントの移動 

・場内の障害物の撤去 

・建設サイトにおける受電設備の設置 

・植栽、フェンス、門扉、照明等の附帯工事 

・竣工後の場内道路整備 

・既存浄水場内の配管位置確認。 

・送水管の接続変更に伴う断水に対する対処 

・工事用水の提供 

・薬品の調達 

2 取水設備の更新 

①取水設備の更新(ポンプ、制御盤、配管) 

②受電盤 2次側からの電源引込 

・仮設ポンプの設置 

・仮設導水管の設置 

・仮設ポンプによる取水への切替工事 

・電源施設の移設と仮配管工事 

・取水塔向けのトランスと受電盤の設置 

・取水ポンプ室の改装 

3 導水管の更新 

①導水管の布設 

②新設ポンプ、浄水場流入部との接続 

・管理橋の補強整備(手すり、足場板) 

・管路埋設許可の取得 

ピラール 

1 浄水場の建設 

①土木・設備工事 

着水井、凝集池、沈澱池、ろ過池、配水池 

場内配管、薬品注入設備、ポンプ設備、 

計装設備 

②受電盤 2次側からの電源引込 

・工事用地の確保 

・アクセス道路の確保と障害物の撤去 

・建設サイトにおける受電設備の設置 

・植栽、フェンス、門扉、照明等の附帯工事 

・竣工後の場内道路整備 

・既存浄水場内の配管位置確認。 

・送水管の接続変更に伴う断水に対する対処 

・送水管の一部区間の更新(φ250mm→φ300mm) 

・トランス及び受電盤の更新(容量増加) 

・工事用水の提供 

・薬品の調達 

2 取水設備の更新 

①取水設備の更新(ポンプ、制御盤、配管) 

②受電盤 2次側からの電源引込 

・仮設ポンプの設置 

・仮設導水管の設置 

・仮設ポンプによる取水への切替工事 

・電源施設の移設と仮配管工事 

・取水塔向けのトランスと受電盤の設置 

・取水ポンプ室の改装 
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3-2-4-4 施工監理計画 

(1) コンサルタント業務 

本計画を実施する上でコンサルタントは業務実施上、以下の事項に留意する。 

・ パ国と日本国政府間で締結される交換公文(E/N)の内容を把握する。 

・ パ国と JICA間で締結される贈与契約（G/A）の内容を把握する。 

・ パ国政府側の負担事項の内容を確認し、日本側工事の実施工程との調整を行う。 

・ 機材の持ち込みに伴う通関、免税措置等の手続きを再確認し、工期に影響を及ぼさないよう、実施

機関と協議する。 

・ 対象地域の文化や歴史的背景を理解し、計画実施につき住民の理解を得る。 

 

(2) 業務内容 

本計画においてコンサルタントが行う業務内容の概要を以下に示す。 

1) 実施設計 

① 現地調査 

・ 気象、地形・地質、建設資材、労務、施工方法等、実施設計に必要な諸条件の再確認 

・ 実施機関担当の事業実施体制等、準備状況や予算措置についての確認 

・ 浄水場建設予定地の詳細測量 

・ 浄水施設の詳細設計 

・ 既設送水管との接続位置、方法の確認 

・ 送配電条件の確認 

・ 物価変動と積算単価の確認 

・ 工事関連のパ国側関連諸機関への工事説明と協力依頼、協議 

② 詳細設計 

・ 詳細設計図、資機材仕様書の作成、建設費の積算、施工計画立案、入札図書作成、入札資

格審査 

③ 入札業務 

・ 入札代行、入札結果評価、業者契約締結補助 

2) 施工監理 

・ 着工及び竣工時の関係機関との協議 

・ 工事に係る施工図の承認 

・ 日本側負担による施設建設の施工監理、現場における各種試験 

・ パ国側実施部分に対する技術指導と施工監理補助 
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・ 毎月の工事進捗報告書の作成及び報告 

・ 工事関連諸機関との調整 

・ 瑕疵検査の実施 

(3) コンサルタント業務担当者 

本業務の業務担当者は以下のとおりとする。 

1) 実施設計 

① 業務主任 ：プロジェクトの統括、パ国側関係者との協議 

② 浄水場施設設計 ：浄水場の設計 

③ 構造設計 ：構造計算、配筋計画 

④ 電気・機械設備設計 ：浄水場の機器の設計/電気配線図の作成 

⑤ 積算/調達計画 ：概略設計時積算の見直し及び建設費の算出 

⑥ 仕様書/入札図書作成 ：仕様書、入札図書の作成 

⑦ 西語通訳 ：現地調査時の通訳 

2) 入札業務 

① 業務主任 ：入札事前審査、入札立会、入札評価 

② 仕様書/入札図書作成 ：入札準備、入札立会い、入札評価 

③ 西語通訳 ：入札時の通訳 

3) 施工監理 

① 施工監理技術者 ：着工時協議、竣工時協議、関係者との調整 

② 常駐施工監理 ：現場施工監理責任者 

③ スポット施工監理 ：浄水場の機能面の品質管理及び電気・機械設備に係る施工監理 

④ スポット施工監理 ：完成検査 

⑤ 施工監理技術者(現地) ：施工監理の現地補助技術者 

⑥ 浄水処理技術指導者 ：ソフトコンポーネントによる技術指導 

⑦ 通訳兼補助技術者 ：ソフトコンポーネントの現地補助技術者 
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3-2-4-5 品質管理計画 

品質管理は建設工事における品質管理と資機材の品質管理からなる。 

(1) 建設工事における品質管理 

1) 掘削・埋戻工 

掘削工事では、地下水位や土質変化に注意し、必要に応じて土留・止水工の対策を行うほか、砕石

や埋戻土の品質、転圧作業の精度の管理に十分留意する。 

2) 基礎工 

掘削の終了後、平板載荷試験を行い、基礎地盤の地耐力を確認する。 

3) コンクリート工 

工事開始前にコンクリートの試験練りを行い、使用材料、配合計画、発現強度(7 日、28 日)の確認を

行う。また、打設時には、一定量ごとにスランプ、空気量、塩化物量を測定するとともに、供試体を採取

し、7日及び28日後の圧縮強度を測定する。コンクリートの品質管理には、X-R管理図を用いて、品質

のバラつきを管理する。 

水密性が重要となる構造物に対しては、止水板による対策を確実に行う。 

4) 鉄筋工 

設計図書で要求されるかぶり厚や鉄筋の結束具合を十分に確認する。使用材料の品質保証書が提

供されない場合には、外部機関による引張試験・曲げ強度試験を行い、所定の品質が確保されている

ことを確認する。 

5) 漏水試験 

水密構造物に対しては、壁面や床盤からの漏水の有無を確認するため、槽内の水張試験を行う。 

(2) 出来形、工程管理 

各土木工事、構造物に対して、打設コンクリート量、出来上がり施設の寸法、管布設の延長距離の実

測と写真撮影を併せて管理する。 

(3) 資機材の品質管理 

管材、バルブ、鉄筋、セメント、骨材、砂などの建設資材については各資材の品質証明書と十分な検

査を行い品質管理に努める。 
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

(1) 資機材の主な調達先 

本計画で使用する資機材は、浄水場、取水施設、管路の建設資機材である。一般土木材料や汎用的

な水道資材は現地調達を原則とするが、経済的で有利な場合や国内市場に広く流通していない資機材

については日本あるいは第 3国からの調達を計画する。  

表 3.2.18 主な資機材の調達先 

品  目 現地調達 第3国調達 日本調達 備 考 

セメント ○   
パ国産のほか、メルコスール加盟国の製品が恒常

的に流通している。 

骨材 ○   パ国産が恒常的に調達可能である。 

砕石・砂 ○   パ国産が恒常的に調達可能である。 

木材・型枠材 ○   パ国産が恒常的に調達可能である。 

鉄筋 ○  ○ 

パ国産のほかメルコスール加盟国の製品が恒常的

に流通しているが価格変動のリスクは大きい。価格

が安定している日本調達も選択肢に含まれる。 

その他鋼材 ○  ○ 

パ国産のほかメルコスール加盟国の製品が恒常的

に流通しているが価格変動のリスクは大きい。価格

が安定している日本調達も選択肢に含まれる。 

管材（ダクタイル）  ○ ○ 
メーカーへの発注・輸入手続が必要であり、日本又

は第三国(アジア、ブラジル、EU)からの輸入となる。 

管材（PVC） ○   
メルコスール加盟国の製品が恒常的に流通してい

る。 

管材（鋼管）   ○ 

メルコスール加盟国の製品が流通しているが小口径

に限られる。品質・価格などの安定している日本調

達を想定する。 

汎用バルブ ○   
メルコスール加盟国の製品が恒常的に流通してい

る。 

バルブ類（開閉台

付、流入ゲート） 
  ○ 

パ国では生産しておらず、構造物寸法に応じた特

注品となるため、日本調達を計画する。 

浄水場機械設備  ○ ○ 

特注品の場合は品質・納期の面から日本調達とす

る。ポンプや調達先が限られるろ過池集水ブロック

については第三国製品も選択肢に含まれる。 
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(2) 建設資機材の調達内容 

1) セメント  

普通ポルトランドセメントは、パラグアイ産のほか、ウルグアイ産やブラジル産などが市場に流通して

いる。パ国はメルコスールに加盟しているため、近隣国からの輸入に制限はない。国産セメントの生産

量は 50kg 単位で 12,000 袋/日で、現状ではパ国需要の 60～70%程度となっている。 

パ国産セメントについては、品質規格が INTN(パ国工業規格)で規定されており、メルコスール経済

圏内での他国規格との相互承認が行われており、品質に問題はないと判断する。  

2) 骨材、砕石、砂 

コンクリート用、路盤用の砕石は国内調達が可能である。川砂は地域によって塩分が含まれている

場合もあるため、生コン用としては、山砂と砕石ふるい後の微粒砂を混合して用いることが望ましい。 

3) 鉄筋  

鉄筋は国内生産品が流通しており、国内の需要量はほぼカバーできていたが、近年は国内の建設

需要が旺盛であり、他国製を輸入して供給不足を補っている。仮に国内生産に問題が生じた場合でも、

ブラジルなどの隣接国による流通が認められているため調達事情に問題は生じない。ただし、パ国又

は第三国製の鉄筋は品質管理の精度が不十分な場合が懸念されること、価格的な変動リスクが大きい

ことから、本邦調達も候補として挙げられる。 

4) 鋼材二次製品 

ステンレス鋼は国内の需要が少なく、特注扱いとして日本やブラジルなどから輸入する必要がある。

その他、鉄骨、アングルなどの型鋼はブラジル製品が多く流通している。 

5) ろ過砂 

ろ過池のフィルターに用いる砂は、材質や粒度調整が厳しく要求されるが、アスンシオンにある専門

業者を通じて調達が可能である。 

6) 生コンクリート 

サイト周辺には生コンクリートの調達先がないことから、仮設機材としてバッチャープラントを設置し、

現場ストックヤードにて生産する計画とする。生コンクリートの材料となるセメントや骨材は現地産を使用

する。 

7) 管材 

ダクタイル鋳鉄管の場合、品質や価格が妥当で、調達先として候補となる生産国は、ブラジル、EU、

日本のほか、アジアの一部があげられる。近年、他国の大手メーカーだけでなく、日本のメーカーでも

アジアの工場と提携し、製造段階から品質・納期管理を行いながら OEM(Original Equipment 

Manufacturing：受託生産)製品として供給するスタイルをとっている。 
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PVC(ポリ塩化ビニル)管は、アルゼンチンやブラジルの製品が流通しており、それぞれ販売代理店を

通じて入手できる。両者の工場とも INTN や ISO の品質管理証明を受けており、製品の品質に問題は

ない。 

9) 浄水場用設備 

① FRP 製品 

フロック形成池の迂流板、沈澱池やろ過池のトラフは耐候性、耐酸性に優れ、軽量で高強度な

FRP(ガラス繊維強化プラスチック)製品を採用する。これは所定の寸法に合わせて切断した FRP パ

ネルを FRP 角材に固定してフレーム構造としたものであり、現地や近隣国での製作は難しいため、

本邦調達とする。 

② ろ過池集水ブロック 

高密度ポリエチレン製の集水ブロックは、米国の製品が世界的なシェアを持っているが、本邦メー

カーも類似製品を製作しているため、第三国もしくは日本が調達対象となる。 

③ ポンプ設備 

ポンプ設備は、ドイツ、ブラジル、アルゼンチンなどの製品があるが、恒常的に市場に流通してい

る主なものは井戸用の水中ポンプや小規模な汎用製品が主流である。硫酸アルミニウムや石灰な

どの薬品用の特殊ポンプ、取水ポンプや送水ポンプなどの大型ポンプはメーカーへの発注製品とな

るため、第三国又は本邦調達が想定される。 

④ バルブ・鋼製ゲート 

水道用仕切弁や逆止弁などの汎用製品は規格品が市場に出回っており、ブラジル、EU、日本製

などが調達対象となる。 

開閉台とステムを介して操作するバタフライ弁は、スラブや配管位置に合わせて注文する特注品

となる。また、池内部で使用される流入ゲートも開閉台により操作される特注品で、浄水場の設計寸

法に応じた製作品となることから、これらの製作品は本邦調達とする。 

⑤ 流量・水位計測機器 

パーシャルフリューム、全幅せきといったステンレスの製作品や特殊な流量計は本邦調達とするが、

電磁流量計、水位計などは第三国もしくは日本が調達対象となる。 

(3) 建設機械の調達事情  

建設機械のリース専門業者はほとんどなく、あっても小型の機械を少数扱っているのみである。土木

工事に使う一般建機は現地の建設業者がそれぞれ保有しており、リース契約での調達は可能であるが、

国内の公共工事の状況によっては希望の建機が調達できない可能性がある。特に、建設機械を豊富

に有する大手業者は、工事請負のない時期に限ってリース提供を行うことが多い。地方都市の建設業

者はいずれも数人程度の小さな会社しかなく、保有機器も少ない。 
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(4) 輸送事情 

1) 海上輸送 

日本ををはじめとするアジア地域で生産され出荷される資機材は、コンテナ船などで海上輸送される。

一般的に大型船でアルゼンチンのラプラタ川下流まで運ばれ、ここで小分けされた貨物はパ国のアス

ンシオン港までパラグアイ川を北上する。アスンシオン港にはコンテナ船、中型貨物船(1.5～2.0 万トン

クラス)の接岸が可能である。 

コンセプシオンやピラールにもそれぞれ港があるが、貨物の主体は穀物やセメントであり、建設資材

の荷揚げは行われていない。両市ともほとんどの建設資機材はアスンシオンから陸送されており、アス

ンシオン港で荷揚げされた資機材も同様である。  

2) 陸上輸送 

市場に流通している建設資機材は、ブラジル、アルゼンチン、ウルグアイといった周辺諸国の生産品

が多く、交通事情も良好である。パ国内の主要国道はほぼ全面がアスファルトで舗装されており、大型

トレーラの走行も可能である。 

パ国で流通している資機材のほとんどがアスンシオンで調達されるため、ここから両市のサイトまでは

トラックで運搬される。アスンシオンからコンセプシオンへは約 543km(約 7 時間)、ピラールへは約

385km(約 5時間)の行程である。 

MOPCが管轄する国道には大型車両の重量規制があり、1車軸10トンとして規定されている。このた

め、運送業者が保有するトラックの多くは 3 車軸 30 トンが主流であり、鋼材やセメントなどの運搬もこの

規制の範囲内で行われる。 

 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

浄水場の初期操作指導、取水ポンプの運転指導、管路布設後の通水試験などについては建設業者

の日本人技術者が技術指導を兼ねて実施する。ただし、新設される浄水場はこれまでのものと処理シス

テムが大きく異なるため、理論、実践の両面より技術指導を行う必要がある。 
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3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

(1) 運転・維持管理技術の現状 

1) 運用面の問題点 

ESSAPが管轄する29都市の中でも、この 2市のみが不適切な処理システムを有しており、通常の急

速ろ過システムを有する他都市に比べて、水道の安全性が著しく低いことが問題となっている。本プロ

ジェクトを通じて適切なシステムに改修することで、需要量に見合った水量を確実に生産し、安全な水

質の飲料水を提供するためのハード面での条件が整う。しかし、現時点で施設の運用面において以下

のような問題点が確認されている。 

・ ろ過速度の調整や逆流洗浄といった基本的作業は、オペレーターの経験則に基づいたものであ

り、浄水プロセスを理解した上での運転管理が行われていない。これは、逆流洗浄後のろ過水下

部廃水処理やろ速を漸増させるスロースタート作業を省略したり、ろ過抵抗の上昇によってろ過

池から水があふれ出るといったトラブルの発生などからも明らかである。 

・ 凝集剤の注入作業において、原水の状況に応じて流入量を変えるといった配慮がなされていな

い。これは、注入装置が古く、薬品の計量も正確にできないことも背景にある。 

・ 浄水池の蓋が開けっ放しになっていたり、近隣の馬の浄水場内への立入りの放置、塩素ガスの

保管が適切になされていないなど、安全衛生管理に関する意識が希薄である。 

2) 安全管理の意識付け 

浄水場における安全教育はほとんど行われておらず、特に塩素ガス等の薬品の取り扱いや機器の

安全運転等、また設備の保守・清掃時における電気的安全対策など、安全の重要性を認識させる。 

3) 水道事業体としてのビジョンの徹底 

ESSAP はその設立と同時に、水道事業体としての果たすべき役割と将来像を規定し、環境に配慮し

つつ国民の生活改善に資するため、効率的で持続的な上下水道サービスを提供することをビジョンに

定めている。水道事業体としては、自ら決めた目的を達成するために、計画、新設施設の設計・施工、

運転管理、維持管理等の事業がそれぞれ適正に実施されることを目指すべきであり、こうした地道な取

り組みが、職員の意識向上と利用者の利益につながると考えられる。 

(2) 運転・維持管理技術支援の必要性 

以上のような現状を踏まえ、浄水場の維持管理に関わる主要な職員に対して、浄水プロセスにおける

正確な知識を身につけさせ、適切で無駄の尐ない維持管理を実行させることは、施設整備と同様に重要

であると考えられる。このためには、建設された施設の初期操作指導とは別に、ソフトコンポーネントを通

じて、浄水処理全般の技術指導を理論・実践の両面から行うことが必要である。 

具体的な指導内容は、以下のとおりとし、また、詳細なソフトコンポーネント計画は添付資料に示す。 

【浄水場運転管理技術指導】 
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パ国の地方都市では、両市を除いて全て重力式の急速ろ過システムを有しており、浄水プロセ

スや維持管理技術は共通している。本計画でソフトコンポーネントが実施される場合、他都市の浄

水場の責任者も招致し、浄水処理全般の技術指導を理論・実践の両面から行うことは非常に効果

的である。また、両市で行うソフトコンポーネントが一つのモデルケースとして取り上げられ、ESSAP

本部のイニシアチブの下、地方都市部に継続的な技術支援を展開するといったことも視野に入れ

ることは重要である。 

技術指導は下記の項目について、講義と実践の両面から行うことが効果的と考えられ、指導期

間は各市 2週間、両市合わせて 4週間程度必要と思われる。 

・ パラグアイ川の水質特性 

・ 浄水場の簡易水理学 

・ 凝集・フロック形成理論とジャーテスト 

・ 浄水プロセス（沈殿とろ過）と浄水場の運営（効率）について正しい知識の理解 

・ 運転維持管理マニュアルの理解 

・ 安全管理(特に塩素ガスや電気設備の取り扱い) 

・ 浄水水質の調整法 

・ 運転コストと保全コストの削減 

・ 日常維持管理マニュアルの理解 

なお、米国や日本では運転者資格試験制度があり、水道事業体の職員の技術向上、研鑽に有

効な役割を果たしている。ESSAP 内部においても将来的にこのような制度を設けることにより、更な

る運転技能技術の向上を図ることが可能である。 
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3-2-4-9 実施工程 

(1) 日本国及びパラグアイ国の負担事項 

無償資金協力の制度に従った日本国及びパ国側の負担事項は次のとおりである。 

表 3.2.19 負担工事の区分 

日本国側の負担 パ国側の負担 

1. 実施設計 

・現地調査 

・詳細設計・事業費積算 

・入札図書作成 

 

 

・設計に必要なデータの提供 

・入札図書承認 

2. 入札 

・入札業務・評価代行 

 

 

・入札立会い 

・建設業者契約 

3. 調達・輸送 

・工事用建機、仮設資材調達・輸送 

・調達機材製作・輸送 

・建設資機材調達・輸送 

 

・免税措置手続 

・通関手続 

・銀行口座開設 

4. 準備工 

・事務所開所 

・資機材置場の準備 

・土捨場の確保 

 

・用地確保への協力 

・事務所・資機材置場の確保 

・廃棄物処分場の確保 

5. 浄水場の新設工事 

・着水井、フロック形成池、沈澱池、ろ過池、配水

池、ポンプ設備、薬品注入設備 

 

 

 

・工事用地の確保 

・迂回道路の確保と障害物の撤去 

・ミニプラントの移動(※1) 

・トランス及び受電盤の設置(※2) 

・送水管の更新(※2) 

6. 取水施設の改修工事 

・ポンプ、制御盤、配管の更新 

・導水管の更新(※1) 

・仮設ポンプによる取水切替 

・ポンプ、制御装置、配管などの仮設工 

・管理橋の補強・改善 

・取水ポンプ室の改修 

・取水塔用のトランス/受電盤の設置(※1) 

７. 排水管の布設工事 

 

・管路工事に係る許認可の申請及び取得。 

・工事用水の提供 

・新設配水池及び新設管路と既存送配水路との接続 

※1 コンセプシオンにおける負担事項  ※2 ピラールにおける負担事項 
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(2) 実施工程  

工事実施方法は単債案件とする。E/N 締結、G/A 締結後、コンサルタント契約を行い、詳細設計、入

札図書の作成に 4 ヶ月を要する。その後、工事業者の入札手続を行い、業者契約まで 2.5 ヶ月、工事期

間は 17 ヶ月を要する。契約後現地にて共通仮設、資機材置場、現場事務所等準備を始めると同時に、

日本、現地、第 3国での建設資機材の調達を開始する。 

工事は全てコンセプシオン市内及びピラール市内で行われる。はじめにコンセプシオン浄水場から着

手し、造成工事が終了した段階でピラール浄水場の工事に着手する。両市のコンクリート工事の施工時

期は 3 ヶ月ほどずらすことで、支保工や足場などの仮設資材を供用することができ、派遣技能工による管

理の効率化とコスト縮減にもつながる。 

本計画の全体工程は、我が国の無償資金協力に基づき、以下のとおり計画した。 

表 3.2.20 業務実施工程表 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(現地調査)

(国内作業)

(入札図書作成)

(現地確認) 計　4.0ヶ月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(工事準備)

(機材製作、輸送)

(コンセプシオン浄水場工事)

(試運転・調整)

(片付)

(ピラール浄水場工事)

(試運転・調整)

(片付)

(技術指導) (技術指導) 計　17.0ヶ月

実
施
設
計

施
工
・
調
達
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3-3 パ国側分担事業の概要 

MOPC の水ユニットとの会議において、パ国政府（公共事業通信省）としては初期費用の負担に責任

を持つことを確認し、ESSAP には実施段階の負担分並びに運営維持管理費用の負担について認識させ

た上で予算確保を行う旨を確認した。 

現時点で想定されるパ国側の負担事項を以下に整理する。初期費用としては準備段階と実施段階に

区分される。 

【公共事業通信省(MOPC)】  

無償資金協力のスキームにおいて求められる相手国側の負担事項 

① B/A、A/P の費用（銀行口座開設と事務費用など） 

② 資機材輸入の際の税金および通関費用 

【衛生事業会社(ESSAP)】 

表 3.3.1 ESSAP の負担事項 

項 目 ESSAP の負担事項 

全工事共通 ・プロジェクト関係機関との調整 

・環境ライセンスの申請と取得 

・管路水圧試験、管内消毒、その他工事に必要な用水の提供 

・市当局及び軍当局に対する工事許可の申請と取得 

・工事サイト周辺の住民説明、調整 

・断水に対する住民説明と広報 

・コンセプシオンの既存配水池(高架タンク)の補修 

・コンセプシオンの新規配水池の建設 

・ピラールの送水専用管の敷設(浄水場～高架タンク間の一部) 

・ピラールの北部地域に対する送配水施設の整備(配水池及び送配水管) 

・ピラール浄水場の出入口の変更とアクセス道路の整備 

・両市の送配水管網の改善/拡張 

取水施設・浄水施設の

建設 

・両市の取水塔における仮設水中ポンプ及び配管の移動・設置 

・コンセプシオン浄水場の取水ポンプのための送電線の延長とトランス/受電盤

の設置 

・ピラール浄水場のトランス/受電場の更新 

・コンセプシオンの浄水場内にある簡易ミニプラントの移設 

・コンセプシオン浄水場用地のフェンスと門扉の改修、照明の整備 

・ピラール浄水場用地のフェンス改修、進入ゲートの移設、照明の整備 

・ピラール浄水場付近のアクセス道路の改善(砂利、不陸調整) 

・初期運転試験に必要な電力、薬品の提供 

・コンセプシオン取水塔管理橋の補修 

・取水塔ポンプ室の改装 

運転管理/技術支援 ・日本側が実施する技術指導への参加(浄水場運転責任者)と便宜供与 

・継続的な浄水水質の検査と管理 

・浄水場の維持管理体制の強化(人員、予算) 

・計画的な維持管理の実施 

・カウンターパート技術者の配置 
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施設の引渡し後の運転・維持管理の費用については、現在の両市の水道事業が黒字であること、人件

費の増加、生産量の増加に伴う薬品費、塩素費などは効果的な注入を行うため尐額の経費増に留まる

考えられる。一方、料金徴収は確実に増収が見込めるため、これらの負担は可能である思われる。 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

新設される浄水場の運営・維持管理には、現在と同様の人材を当てることで問題はないが、協力の効

果を最大限に発揮させるため、浄水場処理技術の指導を行うことが必要と考えられる。 

ESSAP 本部では支所の浄水場関係者に対する技術力向上を目的としたトレーニングが計画されてい

る。実施方法としては分野別に本部に関係者を集めてのセミナーの開催、実技による実習、もしくは支所

での直接指導が計画されている。こうした計画とソフトコンポーネントで実施される技術指導によって支所

の運営維持管理の技術力は向上し、適切な管理が継続的に実施されるものと思われる。 

本部の研修は、既に第 1 回目として水質分析・水質管理のトレーニングを始めており、これにはグラン

アスンシオン運転部の水質管理課の専門技術員が支所を巡回して、採水や水質検査について直接技術

指導を実施しており、浄水場関係者の技術向上を計画している。一方、こうした内部の技術者による指導

とは別に、指導技術者（教官）の外国での研修や新しい浄水場の建設計画に合わせての日本からの専

門家による技術指導などで指導者の技術力向上をも図りたいとしている。  

現在の管理体制は支所に余分な職員を抱えないものになっているが、水道事業は市民の生活に密接

に関係していることから緊急発生時の際は早急な対応が臨まれる。しかし、地方のESSAP支所は、重機さ

え保有しておらず、規模の大きい工事に対応できる人員体制にないため、本部からの支援を待たざるを

得ない状況である。各支所の体制の改善・拡充は予算的にも時間的にも当面難しいと考えられるが、北

部、東部、南部の 3 地域に地方統括事務所を設立することが望ましく、現在の事務所の改善・拡充は急

務と思われる。 
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3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

(1) 浄水場へのアクセス 

コンセプシオンの場合、浄水場は市内の川沿いにあり、周辺の道路幅は広く、交通量も多くないこと

から工事への支障は尐ないと考えられる。 

ピラールの場合は市北部の軍用地の奥に浄水場があり、通行、用地の借用などの許可が必要となる。

また、アクセス道路は未舗装であり、降雤の影響を受けてぬかるみが生じることが多いため ESSAP によ

る路盤整備が必要となる。工事実施中は、サイト南側に位置する現在の出入口が利用できなくなるため、

東側へ新たな出入口を設けることが必要である。 

(2) 免税措置 

プロジェクト実施のために調達される資機材に課せられる関税や国内税は免税となるが、手続きに時

間を要するため事前準備を万全に行う事が必要である。因みに、主な免税対象はポンプ、モーター、

バルブ、管材などの輸入品であり、これらにかかる「関税」と、国内の「付加価値税(IVA)」が必要となる。 

(3) 安全管理 

プロジェクト関係者の安全な環境での業務遂行に必要となる便宜供与については MOPC、ESSAP、

大使館、JICAの協力を得るように努める。 

(4) カウンターパート 

施設を建設する過程で技術移転を考慮しており、カウンターパートの技術者の配置を計画的に行う

事が必要である。ソフトコンポーネントを実施する場合は出来るだけ多くの技術者の参加を計画する。 

(5) 許認可、規制 

工事実施に当り、関係省庁や地方自治体の許認可、道路規制、住民への協力要請など必要な手続

きについては早めに、確実に履行しなければならない。 

(6) 既存施設の利用 

既存の給水施設を稼動させながらの並行作業となるため十分な配慮と ESSAP の協力が必要となる。 
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第 4章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクトの前提条件 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

環境影響評価法の政令 No14281 第 5 条に環境影響評価を必要とする対象事業が規定され、「水道シ

ステムの建設と運転」が含まれている。ESSAP の水道事業は、この規定に基づいて環境庁(SEAM)の環境

影響評価声明(DIA : Declaración de Impacto Ambiental)の決定に従い、環境ライセンスの取得が義務付

けられている。 

しかしながら、ESSAP が両市において実施している水道事業については、過去に取得した DIA の更新

作業が行われておらず、環境ライセンス自体が失効状態に置かれている。こうした不手際は

CORPOSANA から ESSAP へ水道事業が移管された後、資産査定や登記変更がこれまで停滞しているこ

とも一因としてあげられる。 

現在、ESSAP では DIA と環境ライセンスの更新手続きに着手しているが、SEAM への申請内容には

ESSAP が運営管理する水道施設やその規模なども記載する必要があるため、我が国による協力内容が

確定できない段階では、既存の施設をベースに申請を行うこととなる。 

DIA の期限は 2 年間であり、本プロジェクトの実施如何にかかわらず、ESSAP は環境ライセンスの更新

手続きを行わなければならない。今後、我が国の協力対象事業によって両市の水道施設が整備される場

合には、DIA や環境ライセンスの更新時期に応じて SEAM へ報告を行うとともに、新しい施設の概要を追

加資料として SEAM へ提出するなど、パ国内の法律に基づいた環境手続きを行うことが求められる。  

 

4-1-2 プロジェクト全体計画達成のための前提条件・外部条件  

我が国の協力対象事業は、コンセプシオン、ピラール両市の浄水施設の整備とその運転・維持管理技

術の指導からなる。しかし、プロジェクト全体として、両市の水道普及率の向上や飲料水質の改善を確実

に進めるためには、パ国側により配水管網の改善・拡張、配水施設の整備といったハード面の設備投資

がなされることが必要である。  

特に、市内の主要配水管には老朽化が進んだ石綿管が存在し、長年の使用によって通水能力自体が

低下していることが明らかとなっている。また、今後の人口増加によって水需要量も大きく伸びることとなる

ため、将来的な水需要に応じた幹線施設の整備が不可欠である。我が国の協力対象には含まれていな

いが、参考として両市において目指すべき配水管整備の方向性は資料編に示したとおりである。 

プロジェクトの初期段階における円滑な立ち上がりを支援するため、浄水場の運転維持管理技術に係

る指導をソフトコンポーネントによって行う予定である。しかし、その成果を今後の維持管理に効果的に生

かすためには、ESSAP 本部として地方都市を支援する組織作りが必要であり、定期的な巡回指導、モニ

タリング、緊急時のフォローアップなどが円滑にできる体制を確立することが求められる。  
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4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性については、①プロジェクトの裨益対象、②プロジェクト目標、③運営維持管理

技術、④パ国の中・長期的開発目標の観点から評価する。 

(1) 裨益対象 

浄水施設が整備されることによる直接的な裨益対象者は、飲料水を利用する一般市民であり、2019 年

推定でコンセプシオン市 3.1 万人、ピラール市 2.7 人と想定されている。 

(2) プロジェクト目標 

プロジェクト目標は、コンセプシオン、ピラール両市の住民に対して安全な飲料水が供給されることであ

る。住民に安全な飲料水を供給することは、住民の衛生環境の改善に不可欠であり、BHN の一つとして

位置づけられ、公平性の確保、貧困削減といった重要課題の観点からも大きな意義がある。 

(3) 運営維持管理技術 

我が国の協力対象事業によって整備される施設は、特殊な技術を用いない急速ろ過システムを基本と

した浄水場であり、パ国の他の地方都市でも採用されている処理システムと本質的に変わらない。このた

め、他の浄水場とも共通点が多く、パ国独自の人材・技術による運営・維持管理が可能である。 

(4) パ国の中・長期的開発目標 

政府開発方針である「2008-2013 年社会経済戦略プラン」を基に国内の開発が進められており、その

中の重点分野には「経済開発」、「貧困削減」があげられている。 

コンセプシオン、ピラール両市は将来的な地方の発展を支える中核都市でありながら、長年野党の政

治基盤であったことから、他都市に比べて社会資本整備が大きく遅れている。現政権は地方部の公共投

資に積極的な姿勢を打ち出しており、貧困対策、雇用創出にむけた生活基盤の向上は重要な課題とし

て認識されている。 
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4-2-2 有効性 

 本協力対象事業の実施により期待されるアウトプットは以下のとおりである。 

(1) 定量的効果 

表 4.2.1 定量的効果 

項 目 対象都市 基準値 

(2010 年) 

目標値 

(2019 年) 

給水人口の増加 コンセプシオン 26,565 人 31,245 人 

ピラール 22,492 人 27,262 人 

平均配水量の増加 コンセプシオン 5,987m3/日 8,151m3/日 

ピラール 3,652m3/日 6,212m3/日 

飲料水質(色度)の改

善 

コンセプシオン 最大時 35 度 常時 5 度以下 

ピラール 最大時 20 度 常時 5 度以下 

飲料水質(濁度)の改

善 

コンセプシオン 最大時 11.3NTU 常時 1NTU 以下 

ピラール 最大時 24.0NTU 常時 1NTU 以下 

 

(2) 定性的効果 

① 衛生的な飲料水が確実に配水されることで衛生環境が改善され、下痢をはじめとする水因性疾患

の減少が期待される。 

② ソフトコンポーネントを通じた浄水場運転管理技術の指導によって、ESSAP の運転管理員に正確

な浄水の知識が蓄積され、浄水場の運転管理技術が向上する。 

③ 水道料金収入が増加し経営が安定することから、今後のパラグアイ独自による給水率向上と施設

整備の促進につながる。 

 

以上の評価により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 
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1. 調査団員・氏名 

表 1.1  第 1 次現地調査団員 

氏 名 担 当 所 属 

益田 信一 

Mr. Shinichi MASUDA 
団長/総括 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 水資源・防災グループ 

防災第 2 課 課長 

井上 啓 

Mr. Hiromu INOUE  
計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

地球環境部 水資源防災グループ 

防災第 2 課 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 

業務主任/水道計画 

/運営・維持管理計画

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 副事業部長 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 

送配水施設計画 

・設計/水質分析 

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 課長 

押川 士郎 

Mr. Shiro OSHIKAWA 

浄水場施設計画 

・設計/浄水処理 

千代田ユーテック株式会社 

補強 

木村 剛 

Mr. Go KIMURA 

社会条件調査 

/環境社会配慮 

株式会社日本開発サービス 

補強 

岡村 章夫 

Mr. Akio OKAMURA 
通訳 

株式会社テクノスタッフ 

補強 

 

表 1.2  第 2 次現地調査団員 

氏 名 担 当 所 属 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 

業務主任/水道計画 

/運営・維持管理計画

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 副事業部長 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 

送配水施設計画 

・設計/水質分析 

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 課長 

押川 士郎 

Mr. Shiro OSHIKAWA 

浄水場施設計画 

・設計/浄水処理 

千代田ユーテック株式会社 

補強 

佐藤 義雄 

Mr. Yoshio SATO 
電気・機械設備計画 

株式会社ブレントラスト 

補強 

近藤 修 

Mr. Osamu KONDO 
施工・調達計画/積算 株式会社協和コンサルタンツ 
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表 1.3  概要説明調査団員 

氏 名 担 当 所 属 

中根 卓 

Mr. Suguru NAKANE 
団長/総括 

独立行政法人 国際協力機構 

パラグアイ事務所次長 

平井 孝文 

Mr. Takaｆumi HIRAI 
計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

パラグアイ事務所 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 

業務主任/水道計画 

/運営・維持管理計画

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 副事業部長 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 

送配水施設計画 

・設計/水質分析 

株式会社協和コンサルタンツ 

国際事業部 課長 

岡村 章夫 

Mr. Akio OKAMURA 
通訳 

株式会社テクノスタッフ 

補強 

 

 

2. 調査行程 

現地調査の行程を以下に示す。 

 

 



表2.1　第1次現地調査行程
第1次現地調査

業務主任/
水道計画/

運営・維持管理計画
(井川)

送配水施設計画
・設計/水質分析

(内藤)

浄水場施設計画
・設計/浄水処理

(押川)

社会条件調査/
環境社会配慮

(木村)

通訳
(岡村)

1 2月27日 土 成田(11:20)→

2 2月28日 日 成田(20:00)→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(09:40) →ｱｽﾝｼｵﾝ(18:10）

3 3月1日 月
ｻﾝﾊﾟｳﾛ(15:30)

→ｱｽﾝｼｵﾝ(18:10)
通訳業務

4 3月2日 火 通訳業務

5 3月3日 水 通訳業務

6 3月4日 木 通訳業務

7 3月5日 金 通訳業務

8 3月6日 土 通訳業務

9 3月7日 日 通訳業務

10 3月8日 月 通訳業務

11 3月9日 火 通訳業務

12 3月10日 水 成田(11:20)→ 通訳業務

13 3月11日 木 →ｱｽﾝｼｵﾝ(18:10） 通訳業務

14 3月12日 金
a.m. JICA事務所報告

p.m. 大使館報告
ｱｽﾝｼｵﾝ(18:00)→

通訳業務

15 3月13日 土
移動

(団長はﾆｶﾗｸﾞｱ国継続調査)
通訳業務

16 3月14日 日 →成田(13:10) 通訳業務

17 3月15日 月 通訳業務

18 3月16日 火 通訳業務

19 3月17日 水 通訳業務

20 3月18日 木 通訳業務

21 3月19日 金 通訳業務

22 3月20日 土 通訳業務

23 3月21日 日 通訳業務

24 3月22日 月 通訳業務

25 3月23日 火 通訳業務

26 3月24日 水 通訳業務

27 3月25日 木 通訳業務

28 3月26日 金 担当分野調査
通訳業務

ｱｽﾝｼｵﾝ(18:00)→

29 3月27日 土 担当分野調査 移動

30 3月28日 日 担当分野調査 →成田(13:10)

31 3月29日 月 MOPC/環境庁協議

32 3月30日 火 担当分野調査

33 3月31日 水 担当分野調査

34 4月1日 木 担当分野調査

35 4月2日 金 担当分野調査

36 4月3日 土 担当分野調査

37 4月4日 日 担当分野調査

38 4月5日 月 MOPC/ESSAP協議

39 4月6日 火 ｱｽﾝｼｵﾝ(10:50)→

40 4月7日 水 移動

41 4月8日 木 →成田(16:20)

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

移動

→成田(13:10)

a.m. JICA事務所報告
p.m. 資料整理

ｱｽﾝｼｵﾝ(18:00)→

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

移動(ﾋﾟﾗｰﾙ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

資料収集・ESSAP協議

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

a.m. ESSAP協議
p.m. 資料整理・収集

移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ﾋﾟﾗｰﾙ)

a.m. 移動(ﾋﾟﾗｰﾙ→ｱｽﾝｼｵﾝ)
p.m. 団内協議

M/M協議

a.m. ESSAP協議、ﾐﾆｯﾂ署名
p.m. 資料収集

現地再委託準備、資料収集、ESSAP協議

移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ESSAP協議(ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明)

a.m. 移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)
p.m. ESSAP事務所協議 (ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明)

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査・資料収集

移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ)
JICA団長合流

移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ﾋﾟﾗｰﾙ)

a.m. ESSAP事務所協議 (ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明)
p.m. ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査・資料収集

工
程

日
程

曜
日

JICA団員

コンサルタント団員

a.m. 大使館、JICA事務所協議、
p.m. MOPC協議、ESSAP協議

成田(11:20)→NY(10:00)

NY(21:50)→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(9:30、15:30)→ｱｽﾝｼｵﾝ(18:10)

現地調査準備

A-3



表2.2　第2次現地調査行程
第2次現地調査

業務主任/
水道計画/

運営・維持管理計画
(井川)

送配水施設計画
・設計/水質分析

(内藤)

浄水場施設計画
・設計/浄水処理

(押川)

施工・調達計画/
積算
(近藤)

電気・機械設備計画
(佐藤)

1 5月26日 水

2 5月27日 木

3 5月28日 金 成田→NY

4 5月29日 土 NY→ｱｽﾝｼｵﾝ

5 5月30日 日

6 5月31日 月

7 6月1日 火

8 6月2日 水

9 6月3日 木

10 6月4日 金

11 6月5日 土

12 6月6日 日

13 6月7日 月

14 6月8日 火

15 6月9日 水

16 6月10日 木

17 6月11日 金

18 6月12日 土

19 6月13日 日

20 6月14日 月

21 6月15日 火

22 6月16日 水

23 6月17日 木 移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ) 移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

24 6月18日 金 積算・市場調査 電気機械設計協議

25 6月19日 土 積算・市場調査 資料収集

26 6月20日 日 資料整理 資料整理

27 6月21日 月 積算・市場調査 電気機械設計協議

28 6月22日 火 積算・市場調査 電気機械設計協議

29 6月23日 水 積算・市場調査 移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

30 6月24日 木 ｱｽﾝｼｵﾝ(10:50)→

31 6月25日 金 移動

32 6月26日 土 →成田(16:15)

33 6月27日 日

34 6月28日 月 積算・市場調査

35 6月29日 火 積算・市場調査

36 6月30日 水 積算・市場調査

37 7月1日 木 ESSAP設計協議 積算・市場調査

38 7月2日 金

39 7月3日 土

40 7月4日 日

MOPC協議
大使館・JICA事務所報告

移動(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

工
程

日
程

コンサルタント団員

移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ﾋﾟﾗｰﾙ)

曜
日

成田(11:10)→NY(11:05)

→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(08:25, 15:30)→ｱｽﾝｼｵﾝ(17:10)

ESSAP・MOPC協議
大使館・JICA事務所協議

現地再委託準備・資機材購入

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

積算・市場調査ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査 積算・市場調査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査 移動(ﾋﾟﾗｰﾙ→ｱｽﾝｼｵﾝ)

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

移動(ｱｽﾝｼｵﾝ→ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

ﾋﾟﾗｰﾙ市現場踏査

積算・市場調査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

資料整理、(パ国祝日:チャコ戦争終結日)

移動(ﾋﾟﾗｰﾙ→ｱｽﾝｼｵﾝ) 積算・市場調査

ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ市現場踏査

積算・市場調査ESSAP協議

→NY→

→成田(13:05)

ESSAP設計協議

ESSAP設計協議

団内会議・資料整理

団内会議・資料整理

ESSAP設計協議
ｱｽﾝｼｵﾝ(18:00)→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(21:05, 22:55)→

ESSAP設計協議

ESSAP設計協議

ESSAP設計協議、現地再委託業務確認
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表2.3　概要説明調査行程
概要説明調査行程

業務主任/
水道計画/

運営・維持管理計画
(井川)

送配水施設計画
・設計/水質分析

(内藤)

通訳
(岡村)

1 3月11日 金

2 3月12日 土

3 3月13日 日

4 3月14日 月 通訳業務

5 3月15日 火 通訳業務

6 3月16日 水 通訳業務

7 3月17日 木 通訳業務

8 3月18日 金

9 3月19日 土

10 3月20日 日

JL402　ﾛﾝﾄﾞﾝ(19:00)→

→成田(16:25)

a.m. JICA事務所協議、ESSAP/MOPC表敬
p.m. 日本大使館表敬

概略設計の説明・協議

概略設計の説明・協議

ミニッツ協議

a.m. ミニッツ署名,    p.m. JICA事務所・日本大使館報告
PZ712 ｱｽﾝｼｵﾝ(19:00)→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(21:05)
JJ8084 ｻﾝﾊﾟｳﾛ(22:50)→ﾛﾝﾄﾞﾝ(翌13:15)

工
程

日
程

曜
日

JICA団員

PZ713　ｻﾝﾊﾟｳﾛ(09:10)→ｱｽﾝｼｵﾝ(11:10)

資料準備

コンサルタント団員

JL401　成田(11:45)→ﾛﾝﾄﾞﾝ(15:25)
BA247　ﾛﾝﾄﾞﾝ(21:25)→ｻﾝﾊﾟｳﾛ(翌06:05)
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3 関係者(面会者)リスト 

【公共事業通信省(MOPC:Ministerio de Obras Públicas y Comunicaciones) 

Pedro Efraín Alegre Sasiain Ministro (大臣)  

Juan Félix Bogado Tatter Vice-Ministro de Administración y Finanzas  

 (管理・財務副大臣) 

Ing. Roger Monte Domecq Director, Unidad de los Servicios de Agua Potable 

  y Alcantarillado Sanitario (上下水道事業部長) 

Alex Gaona Digalo Coordinador de la Unidad del Agua  

 (水ユニット-コーディネーター) 

Enrique Caceres Economista de la Unidad del Agua 

 (水ユニット-エコノミスト) 

Artides S. Mongelos Especialista de Agua y Saneamiento 

 (水衛生専門員) 

 

【計画技術庁（STP:Secretaría Técnica de Planificación】 

Econ. Bernardo Esquivel Vaesken Secretario Ejecutivo Interino (秘書官代理)  

 

【パラグアイ衛生事業会社(ESSAP:Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A.】 

Ing. Emiliano P. Ramón Insfrán Rolón Presidente (総裁) 

Ing. Jorge A. Pusineri Asesor de la Presidencia (総裁室顧問) 

Ing. Domingo Verón Gerente Técnico (技術部長) 

Sonia E. Chávez Unidad de Planificación y Gestión de 

 Proyectos de Inversión(企画・投資プロジェクト管理部) 

Ing. Rocio Grommeck Unidad de Planificación y Gestión de 

 Proyectos de Inversión 

 (企画・投資プロジェクト管理部) 

Ing. Marcelo Banti Gerente Técnico de ANC (無収水部技術部長) 

Ing. Eduardo Vargas Daniels Gerente de Operaciones （グランアスンシオン運転部長） 

Ing. Antonella Blatter M. Jefe de Unidad de Control de Calidad 

 （水質管理課長） 

Ing. Roberto Arguello  Jefe de Unidad de Departamento Radioisótopo 

 （放射性同位体課長） 

【ESSAP コンセプシオン支所】 

Florentino López García Administrador (支所長) 

Oscar Alberto Ojeda Jefe de Planta (浄水場長) 

Vicente Vergana Encargado Técnico (技術担当) 

 

【ESSAP ピラール支所】 

María Esther Caballero Administrador (支所長) 

Ing. Luis Riberos Jefe de Planta (浄水場長) 
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Alfonso Espinoza Encargado Técnico (技術担当) 

Antonio Pedroso Operador de Planta (浄水場運転員) 

 

【コンセプシオン県】 

Emilio Pavón Doldán Gobernador (県知事) 

 

【コンセプシオン市】 

Ing. Luis Herminio Acosta Paniagua Intendente (市長) 

 

【ニェンブク県】 

Pedro Lorenzo Aliana Gobernador (県知事) 

Ing. Narciso Vázquez Secretario del Ambiente (環境部長) 

Lic. Alfredo Rolls Caleena Supervisor Departamental 

 

【ピラール市】 

Carlos Francisco Silva Intendente (市長) 

 

【環境庁(SEAM)】 

Ing. Ulises Lovero Directora General (部長) 

Lic. Nelida Rivarola de Palacios Directora General de Gestión Ambiental  

 (環境マネージメント部長) 

 

【スペイン国際協力庁（AECID）】 

Juan Enrique Garcia Responsable de Programas 

 （プログラム責任者） 

 

【在パラグアイ日本国大使館】 

藤本 和巳 書記官  

内田 晶子 経済・経済協力班 

 

【JICA パラグアイ事務所】 

桜井 英充 前所長 

岩谷 寛 前次長 

北中 真人 所長 

中根 卓 次長 

藤城 一雄 所員 

平田 眞 所員 

平井 孝文 所員 
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4. 討議議事録 

・第 1 次現地調査時 

・概略設計概要説明調査時 
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MINUTES OF DISCUSSIONS

ON

THE PREPARATORY SURVEY ON

THE PROJECT FOR IMPROVEMENT OF DRINKING

WAttR SYSTEM FOR REGIONAL DEVELOPMENT

IN

THE REPUBLIC OF PARAGUAY

(Explanation Of Draft Final Report)

In Fcbttary 2010,the Japan lntcmational Coopcration Agcncy(hereinaftcr rcferred to as
"JICAH)dispatched thc Prcparatory Suttcy Tcam on the PrttCCt fOr lmprovcmcnt of Dinking

Watcr Systcm fOr Rcglonal Dcvclopmcnt(hercinafter referrcd to as ttthc Prttcct付
)to the Rcpublic Of

Paraguay(hereinafter rcfcrrcd tO as''Paraguay'1),and through discussion,field survcy,and technical

cxa■lination of the rcsults of the survcy in Japan, JICA prcparcd a Draft Final Report of thc

Prcparatory Survcy.

In ordcr to cxplain and to consult、vith the conccmed officials ofthe Govcmment of Paraguay

o n  t h c  c o n t c n t s  o f  t h e  D r a f t  F i n a l  R c p o r t , J I C A  s c n t t o  P a r a g u a y  t h e  D r a f t  F i n a l  R e p o r t  E x p l a n a t i o n

T e a m ( h C r c i n a f t e r  r c f c r r c d  t o  a s‖thc T e a m‖),whi C h  i s  h c a d e d  b yヽ4r,Su g u r u  N A K A N E , S c n i o r

R c p r e s e n t a t i v c  o f  J I C A  P a r a g u a y  O f f i c c , f r o l m  N I a r c h  1 2  t o  1 8 , 2 0 1 1 .

As a result of discusslons,both sides confilllled the main items dcscHbcd on thc attachcd

shccts,

Thcsc tcxts Vヽcrc done in both English and Spanish, cach text bcing equally authcntic. In

casc of any divergcnce of intcrpretation,the]巳nglish text shall prevall.

Asuncibn,ヽ在arch 18,2011

夕%徒
Pedro Ef をre SaSlaln

Minister Works and

Corllllnunicatio

Paraguayan Sanitary Service Enterprise

S.A.

触Ⅲ
撚盟1鞘:艦銘

＼

Sugu則

Leader,

Emili n o ro lnsfran Ro16n



ATTACHW回 NT

l.Acceptance ofthe Draft Final RePort

Thc WIinistry of Public Works and Communications(WIOPC)and thC Paraguayan Sanitary

Serviccs Entcrpdsc S.A.(ESSAP)agreed and accepted in p五 nciplc thc contcnts of thc Draft Final

Report explaincd by thc Tcam.

2.JaPan's Grant Aid scheme

Thc Paraguayan side understood thc Japan's Grant Aid Schcmc and 、 vould takc thc ncccssary

measures and allocatc ncccssary budget properly for smooth implementation of thc PrttcCt,as a

condition for thc Japan's Grant Aid to bc ilnplcmcntcd. The Grant Aid Scheme and ncccssary

mcasurcs 、vcrc dcscdbcd in thc Anncx-2 and 3 of the NItinutes of E)iscussions signcd by both

Japanesc sidc and Paraguayan side(hCrcinaftcr rcferrcd to as“both sides")On March ll,2010

(hCreinaftcr refereed to as“thc Prcvlous M/D''),whiCh is attached to the Draft Final Rcport of thc

Preparatory Survey Report of the PrttcCt・

3.Schedule ofthe Study

JICA、 vlll complete thc inal rcport in accordancc、vith thc connlllled items and scnd it to the

Paraguayan side by thc cnd of Ap占12011.

4.Other Relevant lssues

(1)PrttCCt COSt Estimation
The Team explaincd to thc Paraguayan sidc the estimatcd prttcct cOSt tO bc bomc by thc Japancse

side as attachcd in Annex l(A).Both Sides confilllled that this cstimated cost was provislonal and

、vould bc cxarnincd furthcr by thc Govcmment of Japan for its final approval,

FulthcllllorC,bOth sides confillllcd that this cstirnated prttCCt COSt ShOuld ncvcr be duplicated in

any follll nor disclosed to any other party(s)until thc rclevant contracts arc awardcd by AttOPC.

This coninement of the cstimated prttcct COSt is neccssary for secunng faimess of tcnder

procedurc,
Thc Tcam cxplaincd the eshmatcd prttect cOSt tO bc bOme by thc Paraguayan sidc as attached in

Anncx l(B),and rcquested the Paraguayan sidc to sccure necessary countcrpart budgct for the

prttCCt implcmcntation and report thc result of budgct arrangement to JICA Paraguay Officc in
、vHting by thc cnd of September,2011.Thc Paraguayan sidc accepted it.

(2)Final Components of thc Prttect
Thc Tcam cxplaincd that the Govcmmcnt of Japan would cxalnine thc contcnts of thc Final

Rcpolt of the Preparatory Survcy of the Prttect and the nnal compOnents would be decidcd by the
Govcmmcnt ofJapan.

Thc Paraguayan side undcrstood and agreed to thc abovc explanation madc by thc Tcam.

(3)ObligatiOns of the Paraguayan Sidc

Both sides confimed the obllgations of the Paraguayan sidc、 vhich、vere descHbcd in Annex-3

and thc Paraguayan sidc com■litted to take responsibility on thc rcspective items.

(4)Expanslon

Sidc

and Dcvclopmcnt of rrranslnisslon and E)istl■ bution Net、vorks by the Paraguayan



Thc Tcam explained that thc scope of thc Prttect Was narrowcd down from the original request
duc to the limitation of thc Prttect budgct.
The Paraguayan sidc understood that the importancc of expanslon and development of

translnisslon and distHbution net、vork in ordcr to improve thc current、vater supply condition and

comrnittcd to a1locatc necessary budgct for future investmcnt,

(5)Cooperation between the Prttcct and Technical Assistancc Prttect
Thc Team explaincd that“ the Prttcct fOr capacity Developmcnt of Disthbution Nctwork

Managemcnt of ESSAP(hereinaftcr rcfcrrcd to as“ TA PrtteCt")"WOuld bc commcnccd in March,

2011,which aims to dcvclop tcchnical capacity of non― revcnuc watcr managcmcnt(NRWWI)and

watcr pressure managcmcnt(WPM)Of ESSAP and through thc TA PrttcCt,ESSAP hcadquartcrs

、vlll conduct training programs on NRWNIt and WPM for ESSAP branch officcs 、 vith support

from JICA experts.

The Teanl emphasizcd that participatlon to thc training programs and cnhanccmcnt of distibution

nct、vork managcmcnt capacity、 vould bc i口nportant and profitablc for Conccpc16n and Pllar branch

officcs in ordcr to achicvc maximum cffcct of constructcd watcr trcatmcnt plants in thc Prttcct,

Thc Paraguayan sidc undcrstood abovc cxPlanation madc by thc Tcam and cxprcssed active

commitmentto the TA PrtteCt,

End

Anncx-1:Prttcct cOSt estimadon
Anncx-2:Opcration and]VIaintenancc Cost

Annex-3:Obligatlon ofthc Govemmcnt of Paraguay





Annex口 2:Operation and NItaintenance Cost

Thc operation and maintcnancc(0&M)COStS fOr the newly constructcd plant shall be

cstirllatcd as follo、vs.

A. tion Cost for the C i6n Plant

Arnount of

Production

(m3/vcar)

Arnount of

Distribution

rm3/vear)

Chemical

Product

(Gs./vear)

Electricity

(Gs./ycar)

Total

(Gs./ycar)

Y2009 2,841,890

(7,786n■
3/day)

1,552,940

(4,254m3/day)

173,074,145 333,542,000 506,616,145

Target Ycar

(2019)

3,927,400

10,760m3/day)

2,160,070

(5,918H13/day)

593,728,070 475,716,174 1,069,444,244

Increase 562、828.099

B. ion Cost tiDr the Pilar Plant

Arnount of

Production

(m3/year)

Arnount of

E)istribution

(m3/year)

Chemical

Product

(Gs/year)

Electricity

(Gs./year)

Total

(Gs/year)

Y2009 1,796,895

(4,923n■
3/day)

1,024,202

(2,806m3/day)

160,983,340 129,367,000 290,350,340

Target Ycar

(2019)

2,993,000

(8,200m3/day)

2,160,070

(4,838m3/day)

452,524,637 260,336,376 712,861,013

Increase 422,510,673



Anncx-3i Obligations ofthc Govcmmcnt of Paraguay

ITEWIS MIOPC ESSAP
1. To secure land necessary for constttction of an intake

facility, distribution reservoir and road to be used for

maintenance
○

2,To construct rnaintenance roads ○ 〇

3.To constRICt fCnccs for water facllities ○

4. To explain to users of potable 、 vater scrvice to be

developed for the protect bv IIlass lnedia ①

5.To take necessary procedures for environmental and social

consideration
① ○

6t i「o secure safe drinking 、 vater fOr the relevant people

durintt thc rehabilitation of existintt watcr supDlV faCilities ①

7. To provide data and info111latiOn necessary for the

implcmcntation of the proiect
① ○

8,To provide storage space for equipment and materials,and

for temporary work space during thc period of the

imDlementation of the DrOieCt

○

9.To maintain security in and around the proiect Site ○ ○

10.To bear the cost for Banking Arrangement(commiSSiOns

for Authorization to Pay and Payment co― issions)
○

11.To arrange tax exemptions and smooth custom clearance

for importing of cquipment and materials necessary for

thc proiect

①

12, To arrange internal tax exemptions for purchasing of the

equipment and lnaterials necessarv for the proiect.
①

13.To exempt Japanese nationals fron■ custonl duties,intemal

taxes and other fiscal levies、vhich、vould be imposed in

Paraguay 、vith respect to the supply of the products and

scrvices under the verifled contract

①

14. To operate and maintain the 、 vatcr supply facilities

constructed and rehabilitated under JaDan'S Grant Aid
①

15,To assign necessary numbers of counterpart personnel for

the activitics in the “ soft component" during the

implementation stage

①

16. To execute rehabilitation and repair、vorks of thc intake

structure and the acccss pier for its safetv usaget
①

17.「Fo ensure usage of electrical po、ver trough transforrner

、vith sufttcient capacity for operation of the plantt
①

18. To ensure installation of the temporal intake and

conduction  facilities  of  ra、v  、vater  by  prior  to

commcncement ofthe construction、 vOrk.

○

19, To ensure rcnewal of transHllssion pipeline bet、veen the

plant and the elevated reservoir in Pllar.

①

0 均 ノ



MINUTA DE DISCUSIONES

SOBRE

EL ESTUDIO PREPARATORIO DEL PROYECTO DE MEJORAMIENTO DEL

SISTEMA DE AGUA POTABLE PARA EL DESARROLLO REGIONAL

EN

LA REPUBLICA DEL PARAGUAY

(Explicaciもn del Borrador del lnfolェェle Final)

En Febrero de 2010, la Agencia de Cooperaci6n lntemaclonal del Jap6n (en adClantc

dcnonlinada``JICA")cnvi6 a la Rcpも blica del Paraguay(en adclante denonlinada“Paraguay")la

Mis16n dc Estudio Pttparato五o sobre cl Proyccto de Mttoramiento dcl Sistema dc Agua Potablc

para el Desarollo RegiOnal(en adelantc denorlunado “Proyecto")y a travじs de las discuslones,

estudlos dc campo y delibcraclones tもcnicas sobrc los resultados del estudlo en Jap6n,ha prcparado

el Borrador del lnfolllle Final del Estudlo Prcparato五o,

Con cl o巧eto dC CXplicar y consultar a las auto拭dadcs conccmicntcs del Gobicmo del Paraguay

sobrc cl contcnido del Borrador del lnfollllc Final, JICA ha cnviado a Paraguay la W生is16n dc

Explicac16n de dicho borrador(en adClantc denominada“Misibn''),cnCabezada por cl Lic.Suguru

NAKANE,Reprcscntante Residcntc AttuntO de la Oficina de JICA cn Paraguay,dcsdc cl 12 hasta

cl 18 de marzo de 2011,.

Como rcsultado de las discusiones, ambas partcs han conallllado los pincipalcs puntos

indicados cn el documcnto attuntO.

El prescntc documento sc clabora en inglls y cspanol con un IIlismo tcnor y para un solo cfccto)

sicndo ambos iguallnente autlnticos. En caso de divcrgcncia cn la intcrprctacibn, prevaleccra cl

tcxtO en ing16s.

Asunci6n, 18 de marzo de 2011

legrc Sasiain

L r d c r  d c  l a  M i s 1 6 n  d c  E x p l i c a c i 6 n  d e l  B o r r a d o r

dcl lnfo11lle Final

Agcncia de Coopcraci6n lntcmaclonal del JPlp6n

(JICA)

NItinistro

WIini Pttblicas y Comunicacloncs

Ing.EmttianO Pёdro lnsfran Ro16n
Prcsidente

Ernpresa dc Scrvicios Sanita五 os del

Paraguay S,A.

■ンt



Documento Attunto

l.Aceptaci6n del Borrador del lnforme Final

EI MinisteHo de Obras Pこblicas y Comunicacloncs(MOPC)y la Empresa de Serviclos Sanitanos

del Paraguay S.A.(ESSAP)han aCOrdado y accptado,en phnciplo,el contenido dcl Borrador del

lnfollllc Final cxplicadO por la MIis16n`

2.Esquema de la Cooperaci6n Financiera No Reembolsable del JaP6n

La parte paraguaya ha comprcndido el esquema dc la Coopcraci6n Financicra No Reembolsablc

del Jap6n,y ha acordado,tomar las medidas nccesanas y ascgurar debidamente cl prcsupuesto

reque五do para la irnplcmentacibn fluida del Proyecto,como una condicibn para la aplicacibn de

dicha cooperacibn. E]l esquema de la Cooperaci6n Financiera No Rccmbolsable y las medidas

nccesanas sc cncucntran indicados en ios Ancxos-2y3dc la Nltinuta dc E)iscuslones(en adelante

denominada“M/D Prcvia")fillllada por la partc japonesa y la parte paraguaya(en adClante
dcnominada“ambas partes'')Cl ll de marzo de 2010,la cual se attunta en cl Borrador dcl
lnfollllc Final del Estudlo Prcparatodo del Proyccto.

3.Itinerario del estudio

JICA completara cl infollllC final de acuerdo con los■cms connllllados,y lo enviara a la parte

paraguaya a nnalcs de abdl dc 2011.

4.Otros asuntos relevantes

( 1 ) E s t i m a c i 6 n  d c l  c o s t o  d e l  P r o y e c t o

La NItisi6n ha explicado a la partc paraguaya el costo cstilnado dcl Proyccto a scr cubicrto por la

parte japonesa,tal como sc indica en cl Anexo l(A).Ambas partcs han confillllado quc este
costo eStimado es provislonal,ya que debera scr exa.linado por el Gobiemo de Jap6n para su

aprobacibn final.

Asilnismo,ambas partcs han confiェHlado quc dicho costo nunca dcbe scr reproducido cn ninguna

foHlla ni rcvelado a una tercera partc hasta que los contratos corrcspOndicntes scan attudiCados

por el NItOPC.Esta restHccibn sobre el costo cstimado del Proyecto se requiere para garantizar la
imparcialidad dcl proccdi■ltcnto dc licitac16n.

La ふ江isiもn ha cxplicado tambiこn cl costo cstilnado del Proyecto a scr cubicrto por la parte

paraguaya,tal como se indica en cl Ancxo l(B),y ha sOlicitado a dicha partc cl ascguramicnto
del presupucsto de contrapartida nccesaHa para la implcmentacibn dcl Proyecto, asr como la

cntrcga dcl infollllc por esc拭to sobre el rcsultado de la dispOnibllldad presupucstana a la Oncina

de JICA en Paraguay,a ttnalcs del lncs de scptiembrc de 2011.La parte paraguaya manincsta su

confollllldad al rcspecto.

(2)CompOnentcs finalcs dcl Proyecto
La Misibn ha explicado quc el Gobiemo de Jap6n exanlinara cl contcnido del lnfollllc Final dcl

Estudio Preparatotto dcl Proyccto,a nn de detcminarlos componentes finales dcl Proyccto.

La parte paraguaya ha comprcndido y accptado csta cxpllcaci6n dada por laヽ 在isi6n.

(3)ObligaciOnes dc la partc paraguaya

Arnbas partcs han confirmado las obligacioncs de la palte paraguaya indicadas cn cl Anexo-3,y

la partc paraguaya se compromctc a asurllir la rcsponsabilidad dc los rcspcctivos rtems.

観



(4)Extens16n y desarrollo dc la rcd dc impulsi6n y distHbuci6n dc agua porla partc paraguaya
Laヽ在isi6n ha cxplicado quc el alcance dcl Proyccto sc ha rcducido dc la sollcitud odginal dcbido

a la lilnitacibn del presupucsto dcl Proyccto.

La parte paraguaya ha comprcndido la importancta de la extensibn y dcsarrollo dc la rcd dc

impulsi6n y distttbuci6n,con cl ottCtO dC mttorar las condiclones actuales de suministro de agua,
compromctiも ndose a asegurar el presupuesto necesatto para la invers16n futura.

( 5 ) C o o p C r a c 1 6 n  c n t r c  c l  p r c s c n t c  P r o y c c t o  y  c l  P r o y c c t o  d c  A s i s t c n c i a  T l c n i c a
La NItis16n ha cxplicado quc cl Proyccto dc FortaleciIIliento dc la Capacidad dc Gcsti6n de Redes

de Dist五buc16n dc ESSAP(cn adClante denominado“Proyecto de AT")colnenzara cn ab克l dc

2011,con el otteto de desarrollar la capacidadにcnica dc la ESSAP rcspccto a la gcsti6n del agua
no contablllzada(GANC)y el manttO de la prcsi6n dc agua(MPA).Asimismo,la Oncina

Ccntral dc ESSAP,rncdiantc cl Proyccto de AT,1levara a cabo programas dc capacitaci6n en el

GANC y WIPA para las oficinas reglonales de ESSAP,contando con el soporte de los cxpertos de

JICA.

La NItisi6n ha pucsto lnfasis en quc la participaci6n en los programas de capacitaci6n y el

fortalccilmicnto dc la capacidad dc mantto dc la red de distHbuci6n cs importante y bcncncios。

para las oficinas reglonales de Conccpci6n y Pllar,a fin dc lograr el maximo cfccto de la planta
dc tratarlliento de agua potablc a scr construida por cl Proyecto.

La parte paraguaya ha comprendido csta explicacibn dada

compronliso activo rcspccto al proyccto dc AT.

Anexo… 1:Estimaci6n dcl Costo del Proyccto

Ancxo-2i Costo dc Opcraci6n yヽ 在antenirnicnto

Anexo-3i Obligacioncs del Gobiemo del Paraguay

por la ふ江is16n, expresando su

／
．
イ
／
／





Anexo‐2:Costo de Operaci6n y NItantenilniento

El costo dc operaci6n y mantenl■liento para las nuevas plantas dc tratarniento cs tal

como se indica a continuaclon.

A.Costo de ODeraCi6nM lantenilniento para la Planta de Conce

Volumen de

Producclon

`H13/a品o)

Volumcn de

Distribuci6n

(r13/a五0)

Productos

Qurmicos

(Gs./a品o)

Elcctricidad

(Gs./anO)

Total

(Gs./aio)

Ano 2009 2.841.890

(7.786 in3/draゝ

1.552.940

(4,254m3/dfa)

173.074.145 333.542.000 506616.145

Aio ObJetivo

(2019)

3.927,400

(10.760m3/dfa)

2.160,070

(5,918m3/draう

593.728.070 475.716.174 1.069.444.244

Aumcnto 562.828.099

B.Costo de ODeraCi6n v WIantenillliento Dara la Planta de Pilar

Volumen de

Producclon

(m3/a品o)

Volumen de

Distribucibn

(m3/a五o)

Productos

Qurmicos

(Gs./a五o)

Elcctticidad

(Gs./a五o)

Total

(Gs/a品o)

A五o2009 1.796.895

(4923m3/dra)

1.024.202

(2806m3/dra)

160.983.340 129367000 290350340

Ano ObJetivO

(2019)

2993000

(8,200m3/dra)

2160070

(4.838m3/dra)

452.524637 260336376 712861013

Aumento 422.510.673

0



Anexo-3:Obligacloncs del Gobicrno dcl Paraguay

ITEMS MOPC ESSAP

1. Asegurar  terrenos  necesarios  para  la construcci6n  dc

instalaciones de la captaci6n de agua,tanque de distribuci6n

y canlinos que se utilizan para el trabaio de mantenirrllento.

○

2. Construir callllnos para manteniIIllento. ○ 〇

3. Construir cercos para las instalaciones de servicio de attua. ○

4. Explicar a los usuarios del scrvicio de agua potable la

implemcntaci6n del  Proyecto, por medios masivos dc

comunlcaclon・

○

5, Aplicar procedi■ lientos necesarios Para las consideraciones

ambientales v socialeS,
〇 ○

6t Asegurar el agua potablc a los vecinos afectados durante la

rehabilitaci6n de las instalaciones de servicio de agua

existentes.

○

7. Facilitar  datos  e   infollllaci6n  necesarlos   para  la

implementaci6n dcl Provccto.
○ ○

8. Proporclonar  espacios  para  alinacenar  los  equipos  y

materiales, y ambientes de trabaio tempOral durante cl

perFodo de eiecucibn dcl Provccto.

○

9. Mantener la seguridad en los alrededores de los sitios del

Provecto.
○ ○

10.Cubrir el costo para el Arreglo Bancario(COrnisiones para la

Auto拭 zacibn de Pago v CoIIllsiones de Pago)
○

11.Realizar tranlites de exenci6n de impuestos y despacho

aduanero rapido en la importaci6n dc cquipos y matcriales

ncccsarios para el Provccto

○

12.Realizar trarIIltes de exenci6n dc impuestos internos en ia

adquisici6n de equipos y materiales necesarios para el

Provecto.

○

13.ExiEttr a los nacionales japoneses del pago de dercchos
aduaneros,impuestos intemos y otras cargas flscales que se

impongan cn Paraguay en relaci6n con el surlllnistro dc

DrOduCtos v servicios realizado baio contratos verificados.

○

14.Rcalizar debidamente la operaci6n y manteniIIllento de

instalaciones  de  surlllnistro  de  agua  construidas

rehabllitadas  mediante  la  Cooperacibn  Financiera

Reembolsable del」 ap6n.

ｌａｓ

。

Ｎ。
○

15=Asignar ei ntrnero necesario dc personal contraparte para las

actividades relacionadas con ios componentes de soporte

tOcnico durante la etapa de implcmentaci6n.

○

16.Realizar la rehabilitaci6n y reparacibn de la estructura para la

captaci6n de agua y de la pasarela de acceso para su uso

seguro.

○

17.Asegurar  el  uso  de  la  energFa  e16ctrica  mediante

transformadores con suflciente capacidad para la opcracibn

dC la Dlanta.

○

18.Asegurar la instalaci6n de la captac16n de agua temporal y de

la lFnea de conducci6n de agua cruda antes de comenzar las

obras de constttcci6n.

○

19.Asegurar la rcnovaci6n de las tubefas de impulsi6n entre la

Dlanta v el reservorio elevado en Pllar.

○

⑥
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